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Bangkok Eastern Coil Center（当社連結子会社）の設備増強について 

 

日鐵商事株式会社（以下「当社」という。）は、新日鐵住金株式会社（以下「新日鐵住金」 

という。）及び三井物産株式会社（以下「三井物産」という。）とともにタイで運営している 

コイルセンター Bangkok Eastern Coil Center（以下「BECC」）に、新たなスリッター、レベ 

ラーシャーを導入して生産能力を高めることを決定しました。 

 

１．設備増強の目的 

BECC は、主に自動車用鋼板を加工して、現地自動車部品メーカーに納入しています。 

タイにおける自動車生産台数は、今後も相当規模の増産になるものと見込まれるため、 

この需要増を積極的に捕捉すべく、BECC の現行加工能力 27千㌧/月(2 ｼﾌﾄ)規模を 38 千㌧/

月(2 ｼﾌﾄ)規模まで引き上げます。 

 

２．設備増強の概要 

(1) 現行設備 スリッター3基、ミニスリッター2基、 

レベラーシャー2基、ミニレベラーシャー2基、ダウンシャー5基 

(2) 増強計画 ①現在の本社工場隣接地(23,920 ㎡)を取得し、建屋を増設 16,000 ㎡ 

   (現行 土地 45,000 ㎡、建屋 21,000 ㎡) 

     ②増強設備 スリッター１基、レベラーシャー１基 

(3) 投資額  約 13 億円 

 (4) 稼働開始 2014 年 2 月(予定) 

 

３．資金調達 

  BECC は、第三者割当増資及び銀行借入により上記設備増強資金の調達を予定しています。 

 (1) 第三者割当増資 

   279.7 百万ﾊﾞｰﾂの第三者割当増資の実施（2013 年 4 月実施予定） 

   割当先 当社 207.3 百万ﾊﾞｰﾂ、三井物産 72.4 百万ﾊﾞｰﾂ 

 (2) 銀行借入 

   長期借入金の導入（MAX 250 百万ﾊﾞｰﾂ） 

 

 

 



４．第三者割当増資後の株主構成 

   

株主名 現行（増資前） 増資後 

当社 46.75% 65.00% 

三井物産ｸﾞﾙｰﾌﾟ 38.25% 30.00% 

新日鐵住金 15.00% 5.00% 

 

         

５．Bangkok Eastern Coil Center の概要 

社名 Bangkok Eastern Coil Center Co.,Ltd. 

所在地 Eastern Seaboard Industrial Estate(Rayong), 

A.Pluakdaeng,Rayong 21140,Thailand 

事業内容 鋼板剪断加工及び加工品の販売など 

代表者 代表取締役社長 栗林太朗 

資本金 117,650 千バーツ 

株主 日鐵商事 46.75%、三井物産ｸﾞﾙｰﾌﾟ 38.25%、新日鐵住金 15% 

従業員数 約 250 名 

                                      

以 上 


